
今日からはじめる
脱炭素ガイドブック

～初級から上級編まで～

事業者の
皆さまへ
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コラム：脱炭素社会の実現に向けて

近年、気温の上昇や大雨の頻度の増加、熱中症リスクの増
加など、気候変動による影響が各地で確認されており、栃木県
においても令和元年東日本台風で甚大な被害が発生したところ
です。このまま地球温暖化が進行すれば、猛暑や豪雨のリスクが
さらに高まることが懸念されています。

そのため、栃木県は、2020年12月、「2050年までにカーボン
ニュートラル（温室効果ガス排出実質ゼロ）実現を目指す」こと
を宣言しました。これは、現在の温室効果ガス排出を９割以上
削減する非常に高い目標となります。

カーボンニュートラルを目指し、脱炭素社会を実現していくためには、主な方向性として、①化石燃料
依存からの脱却、②省エネの徹底、③再生可能エネルギーの利用を進めていく必要があります。

具体的には、重油などを使用している設備については環境負荷の低いエネルギー（電化、ガス化等）
への転換を図ったり、省エネの徹底でエネルギー消費を抑制したり、太陽光発電設備の導入などでエネ
ルギーを創り出す（火力発電等による電力を使用しない）ことが求められます。

また、設備の転換・導入のほか、社用車などを電動化（電気自動車等）していくことも脱炭素化の
取組となります。

重油等の化石燃料に大きく依
存するボイラー

電気自動車（EV）及び急速充電器

４

豪雨による市街地の浸水被害
（栃木県栃木市）

1,779

現在（2018年実績）

63

カーボンニュートラル

排出

吸収

＞ ＝

現在、９割以上の
CO2が吸収されず、
大気中へ

化石燃料依存からの脱却
省エネの徹底
再生可能エネルギーの利用大幅な

削減

カーボンニュートラルとは？

(万t-CO2)
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1,744

現在（2018年実績）

63

カーボンニュートラル

排出

吸収
＞ ＝

現在、９割以上の
CO2が吸収されず、
大気中へ

化石燃料依存からの脱却
省エネの徹底
再生可能エネルギーの利用大幅な

削減

重油等の化石燃料に大きく依
存するボイラー

（栃木県栃木市）
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②

CO2排出量
数値 単位 数値 単位 (kg-CO2)

L 2.62 kg-CO2/L 0

L 2.38 kg-CO2/L 0

L 2.32 kg-CO2/L 0

L 2.24 kg-CO2/L 0

L 2.49 kg-CO2/L 0

L 2.58 kg-CO2/L 0

L 2.71 kg-CO2/L 0

L 3.00 kg-CO2/L 0

kg 3.12 kg-CO2/kg 0

kg 2.78 kg-CO2/kg 0

kg 3.00 kg-CO2/kg 0

m3 2.34 kg-CO2/m3 0

kg 2.70 kg-CO2/kg 0

m3 2.22 kg-CO2/m3 0

kg 2.61 kg-CO2/kg 0

kg 2.33 kg-CO2/kg 0

kg 2.52 kg-CO2/kg 0

kg 3.17 kg-CO2/kg 0

kg 2.86 kg-CO2/kg 0

m3 0.85 kg-CO2/m3 0

m3 0.33 kg-CO2/m3 0

m3 1.18 kg-CO2/m3 0

0.00 m3 0.00 kg-CO2/m3 0

0

MＪ 0.060 kg-CO2/MJ 0

MＪ 0.057 kg-CO2/MJ 0

MＪ 0.057 kg-CO2/MJ 0

MＪ 0.057 kg-CO2/MJ 0

0

kWh 0.447 kg-CO2/kWh 0

0.00 kWh 0.000 kg-CO2/kWh 0

0

0

※東京電力の排出係数（0.447）は令和3年度の数値を用いており、毎年度変動する可能性があります。

①　都市ガス入力表（都市ガスを使用している場合はこちらに入力してください）

■都市ガスは、規格（例：13A）と単位当たりの発熱量の実数を各ガス会社に確認した数値を入力して

下さい。

CO2排出量

kg-CO2

0

②　東京電力以外の電気事業者からの買電入力表

■Ａ　温対法に基づき公表された排出係数を入力してください。なお、電気を購入している電気事業者の

　　排出係数が公表されていない場合は、電気の使用者において把握できる係数又は0.453

　　kg-CO2/kWhを排出係数として入力してください。

Ａ

電気事業者名
使用量 排出係数 CO2排出量

kWh kg-CO2/kWh kg-CO2

規格
m3 MJ/m3 kg-CO2/MJ

0

電

気

東京電力からの買電

上記以外の買電　下表②に入力してください

小計

二酸化炭素排出量（kg-CO2)

ガス事業者名
使用量 単位当たりの発熱量 排出係数

小計

熱

産業用蒸気

産業用以外の蒸気

温水

冷水

小計

石油アスファルト

石油コークス

都市ガス　下表①に入力してください

可 燃 性
天然ガス

液化天然ガス（ＬＮＧ）

その他可燃性天然ガス

石炭

原料炭

一般炭

無煙炭

石炭コークス

コールタール

コークス炉ガス

高炉ガス

転炉ガス

石油ガス
液化石油ガス(ＬＰＧ)

石油系炭化水素ガス

エネルギーの種類
使用量 排出係数

燃

料

原油(コンデンセートを除く)

原油のうちコンデンセート(NGL)

揮発油（ガソリン）

ナフサ

灯油

軽油

Ａ重油

Ｂ・Ｃ重油
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①
CO2排出量

数値 単位 数値 単位 (t-CO2)
KL 2.62 ｔ-CO2/KL 0

KL 2.38 ｔ-CO2/KL 0

KL 2.32 ｔ-CO2/KL 0

KL 2.24 ｔ-CO2/KL 0

KL 2.49 ｔ-CO2/KL 0

KL 2.58 ｔ-CO2/KL 0

KL 2.71 ｔ-CO2/KL 0

KL 3.00 ｔ-CO2/KL 0

ｔ 3.12 ｔ-CO2/ｔ 0

ｔ 2.78 ｔ-CO2/ｔ 0

ｔ 3.00 ｔ-CO2/ｔ 0

千m3 2.34 ｔ-CO2/千m3 0

ｔ 2.70 ｔ-CO2/ｔ 0

千m3 2.22 ｔ-CO2/千m3 0

ｔ 2.61 ｔ-CO2/ｔ 0

ｔ 2.33 ｔ-CO2/ｔ 0

ｔ 2.52 ｔ-CO2/ｔ 0

ｔ 3.17 ｔ-CO2/ｔ 0

ｔ 2.86 ｔ-CO2/ｔ 0

千m3 0.85 ｔ-CO2/千m3 0

千m3 0.33 ｔ-CO2/千m3 0

千m3 1.18 ｔ-CO2/千m3 0

0.00 千m3 0.00 ｔ-CO2/千m3 0

0

GＪ 0.060 ｔ-CO2/GJ 0

GＪ 0.057 ｔ-CO2/GJ 0

GＪ 0.057 ｔ-CO2/GJ 0

GＪ 0.057 ｔ-CO2/GJ 0

0

千kWh 0.447 ｔ-CO2/千kWh 0

0.00 千kWh 0.000 ｔ-CO2/千kWh 0

0

0

※東京電力の排出係数（0.447）は令和3年度の数値を用いており、毎年度変動する可能性があります。

①　都市ガス入力表（都市ガスを使用している場合はこちらに入力してください）

■都市ガスは、規格（例：13A）と単位当たりの発熱量の実数を各ガス会社に確認した数値を入力して

下さい。

CO2排出量

ｔ-CO2

0

②　東京電力以外の電気事業者からの買電入力表

■Ａ　温対法に基づき公表された排出係数を入力してください。なお、電気を購入している電気事業者の

　　排出係数が公表されていない場合は、電気の使用者において把握できる係数又は0.453

　　kg-CO2/kWhを排出係数として入力してください。

Ａ

電気事業者名
使用量 排出係数 CO2排出量
千kWh ｔ-CO2/千kWh ｔ-CO2

規格
千m3 GJ/千m3 ｔ-CO2/GJ

0

電

気

東京電力からの買電

上記以外の買電　下表②に入力してください

小計

二酸化炭素排出量（kg-CO2)

ガス事業者名
使用量 単位当たりの発熱量 排出係数

小計

熱

産業用蒸気

産業用以外の蒸気

温水

冷水

小計

石油アスファルト

石油コークス

都市ガス　下表①に入力してください

可 燃 性
天然ガス

液化天然ガス（ＬＮＧ）

その他可燃性天然ガス

石炭

原料炭

一般炭

無煙炭

石炭コークス

コールタール

コークス炉ガス

高炉ガス

転炉ガス

石油ガス
液化石油ガス(ＬＰＧ)

石油系炭化水素ガス

エネルギーの種類
使用量 排出係数

燃

料

原油(コンデンセートを除く)

原油のうちコンデンセート(NGL)

揮発油（ガソリン）

ナフサ

灯油

軽油

Ａ重油

Ｂ・Ｃ重油

6



②

CO2排出量
数値 単位 数値 単位 (kg-CO2)

L 2.62 kg-CO2/L 0

L 2.38 kg-CO2/L 0

L 2.32 kg-CO2/L 0

L 2.24 kg-CO2/L 0

L 2.49 kg-CO2/L 0

L 2.58 kg-CO2/L 0

L 2.71 kg-CO2/L 0

L 3.00 kg-CO2/L 0

kg 3.12 kg-CO2/kg 0

kg 2.78 kg-CO2/kg 0

kg 3.00 kg-CO2/kg 0

m3 2.34 kg-CO2/m3 0

kg 2.70 kg-CO2/kg 0

m3 2.22 kg-CO2/m3 0

kg 2.61 kg-CO2/kg 0

kg 2.33 kg-CO2/kg 0

kg 2.52 kg-CO2/kg 0

kg 3.17 kg-CO2/kg 0

kg 2.86 kg-CO2/kg 0

m3 0.85 kg-CO2/m3 0

m3 0.33 kg-CO2/m3 0

m3 1.18 kg-CO2/m3 0

0.00 m3 0.00 kg-CO2/m3 0

0

MＪ 0.060 kg-CO2/MJ 0

MＪ 0.057 kg-CO2/MJ 0

MＪ 0.057 kg-CO2/MJ 0

MＪ 0.057 kg-CO2/MJ 0

0

kWh 0.447 kg-CO2/kWh 0

0.00 kWh 0.000 kg-CO2/kWh 0

0

0

※東京電力の排出係数（0.447）は令和3年度の数値を用いており、毎年度変動する可能性があります。

①　都市ガス入力表（都市ガスを使用している場合はこちらに入力してください）

■都市ガスは、規格（例：13A）と単位当たりの発熱量の実数を各ガス会社に確認した数値を入力して

下さい。

CO2排出量

kg-CO2

0

②　東京電力以外の電気事業者からの買電入力表

■Ａ　温対法に基づき公表された排出係数を入力してください。なお、電気を購入している電気事業者の

　　排出係数が公表されていない場合は、電気の使用者において把握できる係数又は0.453

　　kg-CO2/kWhを排出係数として入力してください。

Ａ

電気事業者名
使用量 排出係数 CO2排出量

kWh kg-CO2/kWh kg-CO2

規格
m3 MJ/m3 kg-CO2/MJ

0

電

気

東京電力からの買電

上記以外の買電　下表②に入力してください

小計

二酸化炭素排出量（kg-CO2)

ガス事業者名
使用量 単位当たりの発熱量 排出係数

小計

熱

産業用蒸気

産業用以外の蒸気

温水

冷水

小計

石油アスファルト

石油コークス

都市ガス　下表①に入力してください

可 燃 性
天然ガス

液化天然ガス（ＬＮＧ）

その他可燃性天然ガス

石炭

原料炭

一般炭

無煙炭

石炭コークス

コールタール

コークス炉ガス

高炉ガス

転炉ガス

石油ガス
液化石油ガス(ＬＰＧ)

石油系炭化水素ガス

エネルギーの種類
使用量 排出係数

燃

料

原油(コンデンセートを除く)

原油のうちコンデンセート(NGL)

揮発油（ガソリン）

ナフサ

灯油

軽油

Ａ重油

Ｂ・Ｃ重油
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①
CO2排出量

数値 単位 数値 単位 (t-CO2)
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※東京電力の排出係数（0.447）は令和3年度の数値を用いており、毎年度変動する可能性があります。

①　都市ガス入力表（都市ガスを使用している場合はこちらに入力してください）

■都市ガスは、規格（例：13A）と単位当たりの発熱量の実数を各ガス会社に確認した数値を入力して

下さい。

CO2排出量
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0
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■Ａ　温対法に基づき公表された排出係数を入力してください。なお、電気を購入している電気事業者の
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千m3 GJ/千m3 ｔ-CO2/GJ

0
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東京電力からの買電

上記以外の買電　下表②に入力してください
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液化天然ガス（ＬＮＧ）
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原油(コンデンセートを除く)

原油のうちコンデンセート(NGL)

揮発油（ガソリン）

ナフサ

灯油

軽油

Ａ重油

Ｂ・Ｃ重油
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脱炭素取組度
チェックリスト
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脱炭素取組度
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脱炭素取組度
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電気
Air

コンプレッサー

工場
製造ライン

燃料

殺菌機ボイラー
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①配管系：配管（20A×5m、15A×5m）、フランジ（80A×4
個）、バルブ（80A×2個、25A×20個）等

②濃縮ブライン槽：W0.8ｍ×D1.0m×H1.0ｍ、表面積3.0㎡

③煮呉タンク：W1.5ｍ×D0.7m×H1.0m、表面積3.25㎡

項目
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Air
コンプレッサー

Air

投資回収年数は3.1年

台数

16

34

119

200

現状⇒更新案

水銀灯（400W）→セラメタHランプ（230W）

水銀灯（300W）→セラメタHランプ（190W）

水銀灯（415W、310W）→LED照明（100W）

蛍光灯：FLR40W×2灯→Hf32W×2灯

事例：スクリューコンプレッサ 台（ ）、レシプロコンプレッサ 台
（ 台）は導入後 年程度経過し、劣化が進んでいると推定
される。最新の高効率のインバータ制御型スクリューコンプレッサ（ 台、

）に更新し、電力消費量を削減することを提案。更新後は、既
存機を予備としました。
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される。最新の高効率のインバータ制御型スクリューコンプレッサ（ 台、

）に更新し、電力消費量を削減することを提案。更新後は、既
存機を予備としました。
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